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-本製品め取付作業は、オートバイメーカ一発行のサービスマニュアルによる、確かな知識・技術を持った
バイクショップ又は、販売底に依頼する事をお奨めします。

-本製品の取付作業は、エンジン・マフラー・ラジエターなどが、完全に冷えている状態で行ってください。
ヤケド等の怪我の原因となります。

@製品に加工を施さないで下さい。重大な事故の原因になります。

@御客様の装着されているマフラー製品、その他の部品等によって本製品と干渉し、使用できない
ポジションがありますので、予め御了承下さい

。本製品の取付作業終了後、走行の前に、必ずブレーキのかかり具合・引きずりの有無・ブレーキランプの点灯確認・

シフト周りのガタツキ等を確認してください。

@本製品の取付作業終了後、初期の段階で各部のボルト・ナット類が緩み易くなっていますので、

2~3 臼走行後必ず増し締めを行ってください。
φ その後も各部のメンァナンス、及び増し締めを定期的に行なって下さい。

-9- fl3(付作業r=入る前r=本商品の部品一式が、きちんと揃っているか別紙パーツリスト

と 照 ら し合わせて確認してください。
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レーキ側(R )の取り付け

※作業中に、ブレーキ周りの部品が、車体やマフラーに傷をつけたりする事がある為、

あらかじめウェス、古布等でカバーして当たらないように工夫してください。

純正リアブレーキマスターシリンダーを止めている鼠正盟金主止上を緩めてから、ブレーキ側ノーマルステップを止めている
M8純正ボルトを緩め、その後にブレーキ側ノーマルステップホルダーを車体から取り外します。

ノーマルステップを外した後、純正ブレーキランプスイッチのスプリングを、ラジオペンチ等で取り外します。
その後で、純正ブレーキランプスイッチのアジャストナットを回してブレーキランプスイッチをノーマルホルダーから外し、
スイッチのアジャストナットもノーマルホルダーから外してください。

ブレーキランプスイッチをノーマルホルダーから外したら、リアブレーキマスタ一三主立之芝ニ旦且笠 7:;主主上土J之上主鍾及、
純正リアブレーキマスターシリンダーを止めている起正良笠主立主をステップホルダーから外します。
その後で乙二三生主主ヱ二ZをホルダーAssvご主恩G-Cマスターシリンダーから、完全に取り外します。

(※純正 M8アジャストナット 1値を後で使用します)

右図のように、純正 1)アブレーキマスターシリンダーに

a) HIBリターンスプリングカラー
b)ペダルリターンスプリング No.IO
c) 純正 M8アジャストナット
d) ピロボール (KF-R8C)

a)リ安一ンスプリングカラー

約 22-28mm程
間隔をあける。

の順でロッドに取り付け、

強怨当担思襲安車麓L五図委思広重整主、

M ーンスプ1):，，'j NO.1 0 c)純正アジャストナット

ふー-)[， KF-8C 

純正アジャストナットでピロボールを仮締めしておきます。

先程取付けた部品を取り付けたリアブレーキマスターシリンダーを、 H/Bステップホルダーの裏処な主取り付け、付属の主主主之Z
主JH民亘主主~を、ステップホルダーの表盤以塵JfJ) {j{位メ〉らφ8.5mm穴に通し、リアブレーキマスターの M8ネジに忽鐙設土生。

ブレーキペダルのネジ部に丸キャップ
ボルト M6X50をステップパー側から
本締めし、裏から下図のように、 M6ジャミ
ナットでロックします。そして、スイッチ
ロッドステーと M6ジャミナットを低金立
しておきます。

外しておいた純正ブレーキランプスイッ

芝とアジャストナッヒを左忠室盟違主怠己
主主主組み立て HIBブレーキ側ステップホ
ルダーについているストップランプスイッ
チステーに土之j-.O)~メが引掛かるま主
王国企盤iζ押し込んで下さい。

リアブレーキスイッチのアジャストナットを回
して、ブレーキスイッチを註2直己玄工ヱ立
主主たそして、付属のーブレーキスイッチスプリ
ングを7.v二主主之Z亙壬之主と 7.1'之'7
E之F7.5'"三0)*逓0)1¥に引っ掛けます。

(※スプリングの方向はどちらでもよい)

ブレーキスイッチスプリングの長さに合わせて、主王立主旦之主主主ヱと 7v二主乏ンプスイッチの盟主主

(次頁図A)を参考にセ史上主、盟主型まま2主主皇三壬立7A:正一側の M6ジャミナットを仮級車L主主。(次頁図A参照)

スイッチロッ ドステーを回して、 A "j' 1)之芝が互壬二之芝旦皇室軽く引っ張る程度に調節します。

そして、五壬立ま旦J芝r:Àま三盆匝皇主lt~主うに押さえながら M6 ジャミナー史上主主賓宣して下さい。
※本締めの時、スイッチロッドステーごと回りますので、先程決めた角度を保つように本締めして下さい。
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ステップホルダーをメイン

す。この時、最箆型金事の増し締め作業主餐星主主査益
一番うしろのポジションに合わせます。

※主主乏ーシリンダーの取内立主立主i表茂之yプM8X25)を 5皿

の六角レンチが回せるようにメインホルダー肉抜き部分を
合わせて、低鐙室主主主。(下図参照)

嘩

マスターシリンダーに取り付けたピロポールの穴と

ブレーキカムの穴を合わせながら、ブレーキペダルの角度を

ピロボールを回して調整します。

〉 ペダルが上向きすぎる場合は…
ピロボールを少しずつ閉めてペダルの先端を下げます

〉 ペダルが下向きすぎる場合は…
ピロボールを少しす、つ緩めてペタルの先端を上げます

ZZ-R1400専用オフセットプレート(左右共用)を、ブレーキ側

メインホルダーと車体との問に挟み、丸キャップボルト

M8X35で車体側に取付け、仮締めしてーおきます。

付属のジョイントカラー (F!B用) 2枚を両側から

ピロボールの穴に差し込んで挟むように取付けます。
(入りにくい場合は、滞滑沖l等を少量塗ってはめ込んでください)

ブレーキカムとピロボールの聞にアルミピロカラー t=11を入れて
丸キャップボルト M6X50を差込んでM6UナットT仮締めします。

下図参照

M6肋トフトキカム ¥ ¥ v 0 

7J~ミヒ。口 JJう- t=11 

シやヨイントカラー F/B自 M6x50 丸キヤつ7。ホゃんト

①ペダルの角度、スイッチの調整、ピロボールの角度や取り付けがおかしくないかを確認してから、

1)メインホルダーを仮締めしている丸キャップボルト M8X35(2本)を杢鐙塗します。
2)玄スターシリンダーを仮締めしている丸キャップボルト M8x25(2本)を杢鐙生します。
3) ATツプホルダーを侠鐙没している恩主主ツプボルト M8X2o(2本)を杢績注します。
4) 7.V三ま友ム主主旦主コ止ま箆鐙E主しているゑ主主之Z主立上E住妓主盟主主之上で杢鐙没する。

+ブレーキ側の取付けの最後に…
~ H/Bブレーキ側の取付け確認して各部の増し締めをして下さい。

リアブレーキのかかり具合の確認は安全確認の上、十分注意して行なって下さい
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LH (チェンジ側)の取り付け

エンジン側の純正チェンジカムを止めている、純正M6六角ボルトを緩めて、純正チェンジカムをエンジ

シフトチェンジシャフトから外します。

ノーマルステップを車体に固定している純正 M8ボルトを外しノーマルステップを車体から外します。

※純正チェンジカムを止めている、純正M6六角ボルトは後で使用します。

ZZ-R1400専用オフセットプレート(左右共用)

を、チェンジ側メインホルダーと車体との聞に

挟み、丸キャップボルト闘X35でチェンジ側

メインホルダーを車体側に取付け、長続車して
おきます。(右図参照)

H/Bチェンジ側ステップホルダーをチェンジ側メイン

ホルダーに取付け、皿キャップボルト M8X20で仮締め

します。(※下図参照)
最初の取付け時は，一番うしろのポジションで取付けて下さい。
走行時は必ず、ご自分に合ったポジションを選択し、チェンジ・

ポジションが同じである事を確認して下さい。

H/B互主A之芝J空白血旦旦室二1t二五三之k三旦'Y~コ
竺芝止主長哩rreo主=止区、アルミチェンジロッドのネジ部
を主ニ互自彊をかけます。(※下図参照)
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樹齢

の HIBチェンジカムをエンジン側のシフトナエ

シャフトにピロボールが上になるように取付け、純正 M6
六角ボルトで仮締めします。
※ 3種類のステンレスエクステンションロッドは設定する

ポジションやペダルの垂れ角によって使い分けて下さい。

YJv三壬長主立旦2乙~~国L，，'"Cお好みのペダルの垂れ角に
調整して、ペダル位置が決まったらそれぞれの M6ジャミ

土之上主閉めてロックして下さいロ

※ シフトチェンジ操作に不具合が無いか確認して下さい。



①ペダルの角度の調整、チェンジカム・チェンジペダルカム・ピロボールの取り付けがおかしくないかを確認してから、

1)正式之さノレダーを仮締めしている表まャップボルト M住 35 (2本)を杢鐙生します。
2)主主之Z主生芝ニ乏銀盤/J)している』Eキャップボルト前X2o(2本)を杢績生します。
3)ヂンジン側チェンジカムとエンジンのシフトチェンジシャフトを仮締めしている純正鵬ボルトを杢績没する。
4)エンジン側チェンジカムとピロボールを仮締めしているボルトを M6フクロ Uナットで本締めする。

②隼裏並襲玄、シフトチェンジ操作を 2~3 度行って、シフ子!フィーノレを確認しながらペダルの角度を再度調節して下さい。

+チェンジ側の最後に・

~ HIBチェンジ側の取り付け確認をして各部の増し締めをして下さい。

+取付後の走行前に、トランスミッションがニュートラルに戻しであるかを確認して下さい

ポジシ3シデzン均ごつ(， 1て

BACK UP 

Pos.l -9mm -11.5 mm 

Pos.2 -3mm -11.5 mm 

Pos.3 3mm Omm 

Pos.4 15mm Omm 

※ ABS tt療若への震がにつpて

プレーキグイン持制r.ssどを療室止は真右Q為
Pos.l f，ごつぎまLて院選墨亙亙となクまず

にノ

ブ守レーキ側
ステyプ。ホルター一

( 

チェンシー側
ステッブeホルタ'ー

※上の表の値は、ノーマルステップから割り出した昆室史筆です。必ず、ご自分に合ったポジションを選択し芝三と之ニ

ブレーキ両側のポジションが同じである事を確認して下さい。

11 
注意点
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+取付けるマフフーによって、選択できないポジションが有りますので御了承下さい。

+ブレーキ・チェンジ両ペダルの垂れ角の範囲は、ある程度、選択が可能ですが極端な変更は安全な操作の

妨げとなりますので、十分注意して調整して下さい。

+必ず、ご自分に合ったポジションを選択し、チェンジ・ブレーキ両側のポジションが同じである事を

確認して使用して下さい。

+取付けが終了し、何度か走行された後に、各部のネジを増し締めすることをお奨めします。

+その後も各部のメンァナンス、及び増し締めを定期的に行なって下さい。

)> ;j;-Aヘ.】γURL

弊社製品に関するお問い合わせは、 http://www.beet.co.jp/ 8111 Web site 
TEL. 072 (257) 7600 〉 商品関連 e'皿釘1アドレス
FAX. 072 (259) 6600 sales@beet.co.jp 

協 b1N'I-~A穿WJl:~ て"Jj'グまず》
鮒日本ビート工業 )> 技術関連 e'm位1アドレス 左宮 URL/.ごでご1ft7'c.雪t，'0 

まで support@beet.co.j 
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